
【講　　演】　「仕事効率を『心理』から改善する

 　　　　～効率ＵＰで残業ゼロを！～」

講　師  　　本　山　裕　子  氏
もと やま ゆう こ

≪講師プロフィール≫

　同志社大学を卒業後、人材業界・不動産業界にて個人・法人営業経験の後、書道の

道へ転身。筆跡から書き主の心理や性格を読み解く筆跡心理学に興味を持ち筆跡ア

ドバイザーマスター・心理カウンセラーの資格を取得。

　書道を通じ心の教育を目指す書道教室『書心塾』を運営するとともに筆跡から心理や

本質を説く独自の筆跡心理カウンセリング手法を展開。書を通じ人の本質を「視覚化」

する、筆跡心理が専門分野のカウンセラーとして、経営者向けのマインドコンサルティ

ングや開運筆跡講座、企業研修や講演など多方面で活躍されておられます。

　～ 多くの方のご参加を、お待ちしています。～

【日　　時】　平成30年７月25日（水）   14：50～16：30

【場　　所】　ピュアリティまきび（２Ｆ千鳥）　岡山市北区下石井２－６－41　

【定　　員】　先着１００名様　（参加費無料）

【主　　催】　岡山県・岡山県労働協会

【後　　援】　岡山県中小企業労務改善集団協議会・一般社団法人岡山県労働基準協会

【参加方法】   下記連絡先に、７月13日（金）までにお申し込みください。
      　　　         ※ 入場券は発行しません。お申し込み後は、当日、直接会場にお越しください。

      　　　         ※ 定員になり次第、募集を締め切らせていただきます。

【お申し込み・お問い合わせはこちらまで】

　　　　　     岡山県庁 労働雇用政策課　〒700-8570  岡山市北区内山下２－４－６

      　　        TEL（０８６）２２６－７３８６　　  FAX（０８６）２２４－２１３０
      　　        e-mail:rosei@pref.okayama.lg.jp

※ 公共の交通機関を御利用ください。

　「働き方改革実行計画」の決定により、「労働生産性の向上」、「長時間労働の是正」などが叫

ばれています。でも、実際はどうしたらいいの？簡単にいうけれど難しいんじゃないの？という方

も多いのではないでしょうか。仕事非効率化の真相、モチベーションの上がらない仕組み、それら

の改善方法について講演いただきます！

平成30年度労働問題セミナー 参加募集
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家庭教育はすべての教育の出発点！

次の世代を担うおかやまの子どもたちの健やかな成長のために！

講座内容については、御相談の上で決定します。

　※詳しくは生涯学習課HPを御覧ください。

　子育てのヒント等、家庭教育について学んでいただくことで、

社員の皆様の家庭生活がさらに安定、仕事にも全力投球! 

　企業内の研修等に合わせて、皆様方の学びやすい時間に、

家庭教育に関する出前講座を実施します。ぜひ、御活用ください。

1　内　容

大学関係者、各種団体（子育て支援団体、岡山県栄養

士会等）、岡山県教育庁職員など
2　講　師

企業等で働く子育て中の方（乳幼児から思春期の子ど

もをもつ保護者）及びこれから親になる若い方など　
3　対象者

平成30年5月～平成31年2月4　期　間

①岡山県教育庁生涯学習課まで御連絡ください。

②申込書を御提出いただきます。

　※生涯学習課ホームページからもダウンロードできます。

5　申込み

企業内で、参加呼びかけ等の広報をお願いします。

会場として、企業内の会議室等を御用意ください。

　※当日は、実施団体と県教育委員会で運営します。

6　その他

＊講師の派遣に要する経費（謝金

及び旅費）は県が負担します。

＊本年度、8団体程度への出前講

座が可能です。先着順ですので、

早めにお申込みください。

住　所：〒700－8570　岡山市北区内山下2－4－6
電　話：086－226－7597　　
F A X：086－224－2035
E-mail：syogai@pref.okayama.lg.jp   

　　　　　（“家庭教育企業出前講座”とタイトルをつけてください。）

お問い合わせ・申込み先

岡山県教育庁生涯学習課

平成30年度  岡山県教育委員会

出前講座活用で社員の子育てと
ワーク・ライフ・バランスを
バックアップ！！

県教育委員
会が講師の

派遣します！

県教育委員
会が講師の

派遣します！

講師派遣の

費用は県で

負担します！

岡山県
「ぱっちり！モグモグ」生活リズム向上
マスコットキャラクター

株式会社コーセーカン

「ワーク・ライフ・バランスって？」

三井住友信託銀行岡山支店

「子育てのイライラとうまく付き合う

親になろう」

※このほかにも、御要望の内容に

合わせて講師を派遣します。

平成29年度　実施例
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岡山県では、障害のある方の雇用を検討されている中小企業等を対象に、相談や助言を行う

「障害者雇用促進アドバイザー制度」を設けています。

アドバイザーが障害者雇用を支援するためのアドバイスを行います。

アドバイザーの事業所での職場見学など実地研修も行うことができます。

障害のある方の雇用を進めるために、どうぞご活用ください。

障害者雇用促進アドバイザーを派遣します（無料）障害者雇用促進アドバイザーを派遣します（無料）障害者雇用促進アドバイザーを派遣します（無料）

＜アドバイザー＞
＜ご利用の流れ＞

中小企業等 アドバイザー

岡山県

労働雇用政策課

③派遣・相談

①申請 ②派遣依頼

岡山県産業労働部労働雇用政策課労働調整班

〒700-8570  岡山市北区内山下２－４－６
電　話：０８６－２２６－７３８６  ＦＡＸ：０８６－２２４－２１３０
Ｈ Ｐ： http://www.pref.okayama.jp/page/detail-113668.html

お問い合わせ

板橋　完樹さん

　【（有）岡山県農商　取締役会長】

岡田　　勲さん

　【JFEアップル西日本（株） 倉敷業務課長】

時國　敦範さん

　【（株）栄工プラント　代表取締役】

萩原　義文さん

　【（NPO）就労継続支援A型事業所協議会　理事長】

藤田　芳男さん

　【藤田被服（有） 代表取締役】

牧野　光雅さん

　【（有）トモニー　総括部長】

薬師　浩司さん

　【（有）ヤクシ　代表取締役】

※ＨＰから申請書を

ダウンロード
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県労委の動き
Ｈ２9年１２月１日～Ｈ30年３月３１日

　● 平成29年第１号事件

 （不誠実団体交渉、支配介入）

　平成30年３月29日　第３回調査

不当労働行為救済申立事件

　● Ｆ市争議（平成29年第２号事件）

 〈調整事項〉人事院勧告の尊重

　平成29年12月28日　組合からあっせん申請

　平成30年１月29日　第１回あっせん

　平成30年１月31日　第２回あっせん

　平成30年２月５日　あっせん案受諾（解決）

調整事件

岡山県マスコット

ももっち

　　● 公益財団法人Ａ事件

 （65歳までの雇用の継続）

　平成30年１月12日　労働者からあっせん申請

　平成30年１月22日　第１回あっせん

　平成30年２月13日　第２回あっせん

　平成30年２月28日　第３回あっせん（打切り）

　● 公益財団法人Ｂ事件

 （65歳までの雇用の継続のための出向継続）

　平成30年２月13日　労働者からあっせん申請

　平成30年２月21日　不開始

個別的労使紛争事件

第10回  ハラスメント防止コンサルタント養成講座・認定試験

 21世紀職業財団では、ハラスメント防止のための教育・研修を行うことのできる人材を養成する講座を

開設し、その知識を問う試験に合格された方を『ハラスメント防止コンサルタント』として認定・登録して

います。ハラスメント防止に関心のある方、ぜひ資格取得にチャレンジしてください！

　養成講座2日間　 東京会場：2018年９月15日㈯  10：00～17：00　　９月16日㈰  9：00～16：30

 　　　　　国際ファッションセンター（KFC） 101～103会議室 大阪会場：2018年９月８日㈯  10：00～17：00　　９月９日㈰  9：00～16：30

 　　　　　國民會館中ホール 受講料：70,000円（テキスト代・税別）　　申込期間：６月11日㈪ ～８月17日㈮

　認　定　試　験　 2018年11月11日㈰  13：00～17：00（両会場とも） 東京会場：KFCホール　　大阪会場：國民會館大ホール　 受験料：10,000円（税別）　申込期間：６月11日㈪ ～10月12日㈮

　申 込 み 方 法　 当財団内申込み専用サイト（６月11日 10：00 オープン）からお申込みください。

　お　問　合　せ　 公益財団法人21世紀職業財団  https://www.jiwe.or.jp/contactus  TEL 03-5844-1665

岡山県労働委員会事務局 

〒703-8278

岡山市中区古京町1-7-36　岡山県庁分庁舎1階

電話 086-226-7563

～ 労使紛争に係る問い合わせ、相談は労働委員会へ ～
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　5月1日（火）、第89回岡山県中央メーデー［主催者：岡山県中央メーデー実行委員会］が五月晴れの

もと、岡山市北区石関町の石山公園にて開催されました。県内の39団体から組合員約400人が参加

し、県労会議の三上議長は開会の挨拶で、「労働者が豊かになり、庶民の生活が安全・安心なものにな

ることこそが、社会や企業も繁栄する道だ」と指摘。そして、「働く人が報われる社会の実現」などを盛

り込んだメーデー宣言が採択されました。

　その後、参加者は「普通に働き暮せる社会に」などと書いたプラカードや横断幕を手に、デモ行進を

行いました。

平成30年平成30年平成30年

　4月30日（月）、連合岡山・第29回岡山県中央

メーデー［主催者：連合岡山・東部地域協議会］が

連合に加盟する労働組合の36組織から約3,000

人が参加し、岡山市北区北長瀬表町の岡山ドーム

で開催されました。金澤会長は、「格差と貧困の是

正のために、労働環境の是正、教育機会の均等、奨

学金の改善を求めていく」と挨拶。そして、「誰も

が健やかで安心して働き続けられる社会を創ろ

う」とするメーデー宣言を採択し、全員で力強く

「ガンバロー」を三唱しました。

　また式典後は、子供向けのイベントや組合員ら

が出した約40店の模擬店によって、家族連れの

多くの参加者で賑わいました。

が開催されましたが開催されましたが開催されました

「労働者の祭典」メーデー「労働者の祭典」メーデー「労働者の祭典」メーデー

第29回岡山県中央メーデー

2018家族ふれあいメーデー

第89回岡山県中央メーデー
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平成30年度　県立高等技術専門校における在職者訓練の計画

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

● ●

● ●

● ●

●

●

●

●

●

●

● ●

● ●
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オーダーメイド
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◆ 訓練科名等

訓練科名（訓練期間）

・各科の詳しい内容は、当センターホームページまたはハローワークに設置しているパンフレットをご参照ください。
・ほとんどの方が初心者（未経験者）です。幅広い年齢の方が受講されています。
・女性の方も多数受講されています。

◆ 申込受付期間等

～

～

◆ 見学説明会

・直接当センターにお電話でお申し込みください。
・その入所月の科全科が、見学説明の対象となります。
・見学説明会終了後、個別相談を承ります。
・他の日程も個別に承りますので、ご相談ください。

◆ お問い合わせ先＆見学説明会お申し込み先

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構岡山支部

岡山職業能力開発促進センター（愛称　ポリテクセンター岡山）

〒700－0951　岡山市北区田中５８０
ＴＥＬ  ０８６－２４１－０９４０（平日：9:00～17:00）
ＵＲＬ  http://www3.jeed.or.jp/okayama/poly/

12月27日

１月31日

２月28日

（お願い） お越しの際は、駐車スペースが限られていますので、なるべく公共交通機関をご利用ください。

開　　催　　日　　時入所月

７月

８月

９月

修了日申込受付期間

６月８日 ７月３日

７月13日

４月９日

５月７日

５月31日

７月５日 ８月２日

７月

８月※

～ ８月８日６月11日 ７月31日 ９月４日９月

10月

入所月 入所日入所選考日

～ 10月２日 ３月29日９月６日 ９月14日７月９日

７月 ８月 ９月

入所月及び定員

お申し込み先は、住所管轄のハロー
ワークです。ハローワークの職業訓
練相談窓口でご相談ください。

ポリテクセンター岡山 公共職業訓練受講者募集＆見学説明会参加者募集

 

   

18

15

15

10月
15

15 15

15

18 18

10

平成28年度就職率  

92.8％

ものづくり分野への就職をめざすみなさま、

ポリテクセンター岡山が、

あなたの就活に伴走します。
経験豊かなスタッフ

によるサポート 

長年蓄積したノウハ

ウとカリキュラム 

まるで現場のような

施設設備 

ＣＡＤ・ＮＣ機械科
生産管理技術科

溶接技術科

電気・通信施工技術科

電気設備技術科【7ヶ月間】

電気設備技術科【6ヶ月間】

住宅リフォーム技術科

厚生労働省所管の公共の職業能力開発

施設です。ものづくり分野への就職を目

指される求職者の方を支援しています。
 

・定員に満たない場合は、申込期間を延長することがあります。

・

・訓練は、平日の9：25～16：00です。終了が17：00となる日もあります。
・受講料は無料ですが、作業服代や教科書代等は自己負担です。
※８月入所のうち、電気設備技術科【7ヶ月間】の修了日は、平成31年２月28日です。

５／15・22・29 の 10：00～11：50

６／12・19・26 の 10：00～11：30

７／10・17・24 の 10：00～11：30

10月 ８／16・21・28 の 10：00～11：50

・対象は、求職中の方（ハローワークで求職申込を
している方）です。

・電気設備技術科は、概ね45歳未満の方が対象
となります。7ヶ月間コースは、1ヶ月目に社会人
に必要とされるビジネスマナー、文書作成、コミュ
ニケーション、チームワークなどのスキルを習得
する講習があります。また、7ヶ月間コースは6ヶ
月目に、6ヶ月間コースは5ヶ月目に、1ヶ月程度
の企業実習があります。
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「平成30年工業統計調査」を

実施します

●平成30年工業統計調査は、従業者４人以上の全ての製造事業所を対象に、

　平成30年６月１日時点で実施します。

●工業統計調査は、我が国における工業の実態を明らかにすることを目的とする政府の

　重要な調査で、統計法に基づく報告義務のある基幹統計調査です。

●調査の結果は中小企業施策や地域振興など、国及び地域行政施策のための基礎資料として利活用されます。

●調査票に御記入いただいた内容は、統計作成の目的以外（税の資料など）に使用することは絶対にありません。

●調査の趣旨・必要性を御理解いただき、御回答をよろしくお願いいたします。

ホームページのご案内　　http://www.meti.go.jp/statistics/

                                　 http://www.pref.okayama.jp/soshiki/15/

経済産業省・岡山県及び県内市町村からのお知らせです

　平成30年6月から7月にかけて、県下全域で「労使関係総合調査」を実施します。この調査は厚生労

働省が労働組合及び労働組合員の産業、加盟上部組合別の分布等、労働組合組織の実態を明らかにす

ることを目的に、全国すべての労働組合を対象として昭和22年以降毎年実施しているものです。

労働組合数及び組合員数 

　県内の労働組合数は838組合で、その組合員数は153,237人で前年より組合数は５組合減少、組合員数は

3,458人増加しています。推定組織率は19.0％で、前年から0.4ポイント上昇しています。

平成30年労使関係総合調査にご協力ください平成30年労使関係総合調査にご協力ください

平成29年集計結果の概要平成29年集計結果の概要

・推定組織率＝県労働組合員数/県推定雇用者数

・推定雇用者数＝［県内常用雇用者数＋県内臨時雇用者数］（H26経済センサス）×当該年６月雇用指数/H26.7月雇用指数

 区　　分 平成２9年 平成２8年 増　　減

 労働組合数 838 組合 843 組合 △ 5 組合

 労働組合員数 153,237 人 149,779 人 3,458 人

 推定組織率 19.0 % 18.6 % 0.4

※集計結果はホームページにも掲載しています。

 全　国　　　http://www.mhlw.go.jp/toukei/itiran/roudou/roushi/kiso/17/index.html

 岡山県　　　http://www.pref.okayama.jp/page/detail-85412.html
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中小企業・小規模事業者の皆さまへ

時間外労働を行うには、「サブロク協定」が必要です。

サブロク協定をご存じですか？

○ 労働基準法では、労働時間は原則、1日8時間・１週40時間以内とされています。これを「法定労働時間」と言います。

○ 「法定労働時間」 を超えて、従業員に時間外労働（残業）させる場合には、

　・労働基準法36条に基づく労使協定（36協定）の締結　・労働基準監督署への届出　　が必要です。

○ 36協定においては、「時間外労働を行う業務の種類」 や、 「１か月や１年当たりの時間外労働の上限」 を決めなければ

なりません。

時間外労働を行う場合

には、予め、使用者と

従業員の代表の方(※）が

36協定を締結し、その

協定を労働基準監督署

へ届け出ることが必要

です。

36協定を結ばないまま法定労働時間を超えた労働（残業）が行われる場合も見受けられますが、
これは法令上問題があります。
36協定を締結し、労働基準監督署へ届け出ていただくようお願いします。

不明な点がございましたら、最寄りの労働基準監督署までお気軽にご相談ください。

岡山労働局長は、「岡山県車両電気配線装置製造業最低工賃」を改正いたしました。
改正発効日以降は、下記規格毎の最低工賃以上の委託工賃を支払わねばなりません。
関係委託者の方は、支払工賃をご確認の上、必要な場合は見直しをお願いします。

（適用対象者）

岡山県内において、車両電気配線装置（ワイヤーハーネス）製造業に係る「カプラー差し」

又は「チューブ通し」の業務に従事する家内労働者及びその委託者

効力発生の日（発効日）

平成30年3月1日

☆詳細は、岡山労働局労働基準部又は最寄りの労働基準監督署へお尋ねください。

岡山労働局賃金室　☎086-225-2014

（注）「カプラー差し」は端子を1本につき、「チューブ通し」はチューブを1本につきの金額をいう。

岡山県車両電気配線装置製造業最低工賃

業　　務 内　　容 規　　格 金　額（注）

カプラー差し

電線の端末に取り付け

られた端子をカプラー

（非防水タイプに限る）

に差し込むことをいう。

20センチメートル以下の電線について行うもの
1 本につき
35 銭

20センチメートルを超えて50センチメートル以下の電線について行うもの
1 本につき
41 銭

50センチメートルを超えて2メートル以下の電線について行うもの
1 本につき
50 銭

2メートルを超える電線について行うもの
1 本につき
58 銭

チューブ通し

電線の被覆を保護する

ため、丸チューブを電

線の端から差し入れる

ことをいう。

15センチメートル以下のチューブについて行うもの
1 本につき
27 銭

15センチメートルを超えて30センチメートル以下のチューブについて行うもの
1 本につき
39 銭

30センチメートルを超えて50センチメートル以下のチューブについて行うもの
1 本につき
53 銭

50センチメートルを超えるチューブについて行うもの
1 本につき
63 銭
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派遣労働者を受入れる事業所の皆様へ派遣労働者を受入れる事業所の皆様へ派遣労働者を受入れる事業所の皆様へ

労働保険年度更新手続きのお知らせ
　本年度も、労働保険の更新時期が近付いてまいりました。

　年度更新に必要な書類は、専用封筒で 5月下旬に各事業場あてお送りします。

　本年度の手続き期間は、 平成30年6月1日～平成30年7月10日
電子申請は土日を含め24時間受付ます！

　となっています。

　本年は 7月から、県下に受付会場を設けていますので、お近く会場をご利

用ください（専用封筒裏面または 同封のパンフレット参照）。

　直前には 混雑が予想されるので、早めの手続きをお願いします。

　なお、岡山労働局労働保険徴収室、各労働基準監督署、各年金事務所内に設

置している社会保険・労働保険徴収事務センターでは随時受付をしています。

　手続き等でご不明な点がありましたら、コールセンター（フリーダイヤル

0120-700-244）、もしくは岡山労働局労働保険徴収室、最寄りの労働基準

監督署へご相談ください。

　また、口座振替を行いますと、保険料の引き落としに最大約2か月ゆとり

ができますので、下記へお問い合わせください。

〒700-8611　岡山市北区下石井1-4-1　岡山第2合同庁舎１階

岡山労働局　労働保険徴収室　電話086-225-2012
詳しくは最寄りの労働基準監督署または岡山労働局ホームページでご確認ください。

https://jsite.mhlw.go.jp/okayama-roudoukyoku/
（年金事務所は、http://www.nenkin.go.jp/）
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岡山労働局雇用環境・均等室の助成金（平成３０年度）� � � � � � � � �

○平成３０年度に雇用環境・均等室で担当している主な助成金は、次のとおりです。�
�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

� 事業主が、①育児休業を取得しやすい職場風土作
りに取り組み、男性労働者に育児休業を利用させた
場合及び、�②育児目的休暇を導入し男性労働者に利
用させた場合にそれぞれ一定額を助成します。�
� � � � � � � � � � � � �

� �

仕事と育児の両立� 仕事と介護の両立�

■両立支援等助成金� 出生時両立支援コース�

�

� Ⅰ� 育休取得時・職場復帰時�

� 中小企業事業主が、作成・導入した育休復帰支援
プランに基づき①対象労働者に３か月以上の育児休
業を取得させた場合及び、②当該休業取得者を原職
等に復帰させ、�か月以上継続勤務させた場合にそれ
ぞれ一定額を助成します。�
� Ⅱ� 代替要員確保時�

� 中小企業事業主が育児休業の取得者について代替
要員を確保（育児休業期間中に�か月以上雇用）し、
育児休業取得者を原職等に復帰させ、�か月以上継続
勤務させた場合、一定額を助成します。�
� Ⅲ� 職場復帰支援�

� 中小企業事業主が育児休業から復帰後の労働者の
支援する取組として子の看護休暇制度又は保育サー
ビス費用補助制度を導入し利用した場合にそれぞれ
一定額を助成します。�
�
�

�

�

�

�
�

■両立支援等助成金� 育休復帰支援コース�

� 介護離職防止及び仕事と介護の両立支援のため、
実態把握、制度の見直し、社内研修、相談窓口の設
置等に取り組み、かつ、介護支援プランを作成・導
入し、対象労働者に①連続２週間以上又は合計��日
以上の介護休業を取得させ原職等に復帰させた場合
及び、�②連続�週間以上又は合計��日以上の介護制
度（所定外労働の制限・時差出勤・深夜業制限・短
時間勤務）を利用させた場合に、それぞれ一定額を
助成します。�
�

■両立支援等助成金� 介護離職防止支援コース�

■両立支援等助成金� 再雇用者評価処遇コース�

� 妊娠、出産、育児または介護を理由とした退職者
について退職前の実績等を評価し、処遇を決定する
再雇用制度を導入後、制度に基づき、離職後１年以
上経過している対象労働者を再雇用し、無期雇用者
として一定期間継続雇用した場合に助成します。�

女性の活躍を推進�

■両立支援等助成金� 女性活躍加速化コース�

� 事業主が自社の女性の活躍の状況を分析し、課題
がある場合に、女性活躍推進法に基づき、課題の解
消に向けた「数値目標」及び数値目標の達成に向け
た「取組目標」を盛り込んだ行動計画を策定して、
①具体的に取り組んだ場合及び、②取組の結果目標
を達成した場合にそれぞれ一定額を助成します。�

最低賃金引上げ 
■業務改善助成金（上限���万円）�

� 業務改善（労働能率の増進・生産性の向上に資す
る機器・設備の購入等）に係る計画を作成・実施し、
事業場内最低賃金を一定額以上引き上げた中小企業
事業主に、改善の取組に要した費用の一定額を助成
します。（申請期限：平成��年�月��日）�
【主な支給要件】�
①事業場内最低賃金が適用される労働者（雇入れ後
６か月を経過していること）の賃金を引き上げる計
画を作成し、交付申請後に賃金引上げを行うこと
（引上げ後の賃金額が、事業場内最低賃金になるこ
とが必要です）。�
②生産性向上のための機器・設備の導入などを行う
こと（単なる経費削減のための経費、職場環境を改
善するための経費、パソコン、営業車輛など、社会
通念上当然に必要となる経費は対象外です）。�
�※「人材育成・教育訓練費」「経営コンサルティン
グ経費」も助成対象になります。�
�

働き方を変える�

■時間外労働等改善助成金�

� 労働時間等の設定の改善を通じた職場意識の改善
を促進するため、職場意識改善に係る計画を作成し、
この計画に基づく措置を効果的に実施した中小企業
事業主に、取組に要した経費（それぞれの目的に要
した設備投資等）の一定率を助成します。�
� 取り組み内容により、次の①～⑤の�つのコースが
あります。�
�

①職場意識改善コース（上限���万円）�
【所定外労働の削減・年休取得促進】�
� （申請期限：平成��年��月�日）�
②時間外労働上限設定コース（上限���万円）�
【長時間労働の見直し】�
� （申請期限：平成��年��月�日）�
③勤務間インターバル導入コース（上限��万円）�
【休息時間の確保】�
� （申請期限：平成��年��月�日）�
④団体推進コース（上限�����万円）�
【事業主団体の時間外労働の削減、賃金引上げ】�
� （申請期限：平成��年�月��日）�
※①～④の問い合わせ、申請先は岡山労働局雇用環
境・均等室となります。（℡：������������）�
�

⑤テレワークコース（上限���万円）�
� （申請期限：平成��年��月�日）�
※問い合わせ、申請先はテレワーク相談センターと
なります。（℡：������������）�
��

�
�

○それぞれの助成金について詳細な要件がありますので、申請を予定されている�
� 場合は、事前に岡山労働局� 雇用環境・均等室あて問い合わせください。�
�� 〒��������� 岡山市北区下石井������ 岡山第�合同庁舎� �
� � � � � � � � ℡：������������� ���：�������������
�

平成30年12月3日）

再生紙を使用しています

岡山県 産業労働部労働雇用政策課

〒 700−8570 岡山市北区内山下 2−4−6

TEL086−226−7386  FAX086−224−2130


